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目次
平成28年度当初予算 P04
人間ドック助成受付開始 P06
高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種 P07
第８回「百縁（100円）商店街」 P09
子育て支援カレンダー P10

町の人口（4月１日現在）
男性 3,750 人
女性 3,982 人

計 7,732 人
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

62
人
が
思
い
出
の
学
び
舎
巣
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
ヶ
丘
中
学
校
で
卒
業
式

井
手
小
47
人
、
多
賀
小
15
人

　
　
　

両
小
学
校
で
卒
業
式

　

井
手
小
学
校
（
徳
田
雅
人
校
長
）

と
多
賀
小
学
校
（
山
野
勉
校
長
）

で
３
月
18
日
（
金
）、
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

井
手
小
学
校
か
ら
は
47
人
（
男

式辞を述べる中田校長 祝辞を述べる汐見町長

卒業証書を受け取る卒業生

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
中
田
邦
和
校

長
）
で
３
月
11
日
（
金
）、
第
69
回

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
62

人
（
男
子
33
人
、
女
子
29
人
）
が
、

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
在
校
生
や
保
護
者
、

来
賓
ら
の
大
き
な
拍
手
に
迎
え
ら

れ
、
卒
業
生
た
ち
が
入
場
す
る
と
、

校
歌
斉
唱
な
ど
に
続
い
て
、
中
田

校
長
か
ら
卒
業
生
一
人
一
人
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
校
長
は
「
今
お
渡
し
し
た

卒
業
証
書
に
は
、
皆
さ
ん
の
３
年

間
の
思
い
出
、
成
長
の
証
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
前
途
洋
々
、
幸
多

き
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
、
卒

業
生
た
ち
に
は
な
む
け
の
言
葉
を

贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
汐
見
明
男
町
長
を
は
じ
め

と
す
る
来
賓
た
ち
が
祝
辞
を
述
べ

た
あ
と
、在
校
生
と
教
員
ら
が
「
構

成
詩
」
で
卒
業
生
た
ち
に
別
れ
と

励
ま
し
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

手
縫
い
の
雑
巾
７
０
０
枚
寄
贈

　
　
　
　
　

町
老
連
女
性
部

　

井
手
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
の
女
性
部
の
皆
さ
ん
が
、
３
月

１
日
（
火
）、
手
縫
い
の
雑
巾
を
井

手
町
内
の
社
会
福
祉
施
設
へ
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
女
性
部
の
事
業
と

し
て
毎
年
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

で
、
今
回
は
７
０
０
枚
の
雑
巾
を
、

い
づ
み
保
育
園
・
玉
川
保
育
園
・

井
手
小
学
校
・
泉
ヶ
丘
中
学
校
・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
で
の
里
・

弥
勒
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑
に
贈

り
ま
し
た
。

雑巾を受け取る園児たち（いづみ保育園）雑巾を寄贈する町老連の皆さん（泉ヶ丘中学校）

　

井
手
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議

会
の
皆
さ
ん
が
３
月
４
日
（
金
）、

近
隣
の
老
人
福
祉
施
設
に
贈
る
た

め
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
約
30
人
が
東
高
月
の

畑
に
集
合
し
、
畝
を
整
え
て
用
意

し
た
25
キ
ロ
の
種
イ
モ
を
丁
寧
に

植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、

種
イ
モ
25
キ
ロ
を
植
え
付
け

　
　
　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
もジャガイモの種イモを受ける皆さん

住
民
が
利
用
し
て
い
る
町
内
や
城

陽
市
、
京
田
辺
市
の
高
齢
者
福
祉

施
設
に
届
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。井手小学校の卒業生たち多賀小学校の卒業生たち
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と
も
に
認
め
あ
う
社
会
を
め
ざ
し
て

　

 

い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
で
第
30
回
井
手
町
解
放
文
化
祭

熱唱する松本さん

＜平成２８年度　井手町介護予防事業＞

脳トレ教室ひまわり脳トレ教室ひまわり
～認知症予防のコグニサイズに参加しませんか～

　最近、物忘れが激しくなっていませんか？認知症までいかないけど、年齢と
ともに認知機能が衰えている方が増えています。そこで、井手町では、認知症
の予防に役立つ教室を開催します。
　みなさんと一緒に楽しい時間を過ごして、認知症を予防していきましょう！！

対象：６５歳以上の方
　　　（ボランティアを含め、コグニサイズに興味のある方は年齢関係なく参加可能）
講師：山田玲子先生（㍿ Bright Body　健康運動指導士）
内容：コグニサイズ
日程：第２水曜日（玉泉苑　初回 4/13）　　　　　　　　　　　　　　　
　　　第３・４水曜日（賀泉苑　初回 4/20　4/27）
　　　※ただし、祝日はお休み。１１月のみ変更の予定　
　　　午後１時半～３時　　　　　
費用：無料（申し込み不要）
持ち物：お茶・健康手帳

　コグニサイズとは、認知「コ
グニション」と運動「エクサ
サイズ」を掛け合わせた造語
です。頭を使う課題（コグニ
ション課題＝認知トレーニン
グ）と体を動かす課題（エク
ササイズ課題）を同時にする
ことで、脳と体の効果的な向
上を狙う認知症予防対策とし
て生まれた体操です。

コグニサイズってなに？？

○お問い合わせ先
井手町地域包括支援センター　担当：小山　栗原
℡：８２－３６９０

子
29
人
、
女
子
18
人
）、
多
賀
小
学

校
か
ら
は
15
人
（
男
子
６
人
、
女

子
９
人
）
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
校
長

先
生
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
卒
業
生
た

ち
は
、
教
職
員
や
保
護
者
、
登
下

校
を
見
守
っ
た
地
域
の
人
た
ち
に

見
送
ら
れ
、
６
年
間
の
思
い
出
を

胸
に
小
学
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。

「
見
つ
め
よ
う
私
た
ち
の
歴
史
、
育

て
よ
う
私
た
ち
の
文
化
‐
と
も
に

認
め
あ
う
社
会
を
め
ざ
し
て
‐
」

を
テ
ー
マ
に
、
３
月
13
日
（
日
）、

い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
で
第

30
回
井
手
町
解
放
文
化
祭
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

差
別
を
許
さ
な
い
人
権
意
識
の

向
上
と
、
住
民
相
互
の
交
流
を
図

ろ
う
と
開
か
れ
て
い
る
文
化
祭
で

す
。

　

会
場
で
は
、
多
彩
な
模
擬
店
が

立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
人
権
啓
発
や

舞
台
発
表
な
ど
、
地
域
交
流
の
イ

ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
松
本
隆
博
さ
ん
を
迎
え
て

ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
「
見
え
な
い
差

別
を
な
く
す
た
め
に
」
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
こ
の
中
で
、
自
分

の
母
親
や
家
族
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
を
紹
介
し
、「
お
母
ち
ゃ
ん
の

い
う
通
り
。
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な

こ
と
は
人
に
し
な
い
。
貧
乏
で
も

笑
ろ
と
け
。
女
、
子
ど
も
、
泣
か

す
の
は
最
低
や
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

にぎやかに繰り広げられたステージ発表
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　平成２８年度の一般会計は、道路や上下水道など、生活基盤の整備・拡充、地域福祉をはじめとする福祉の充実、
住民の健康増進、教育の充実、防災対策の強化、人権啓発など、継続的な取り組みをさらに積極的に推進するほか、
利便性の向上を図るためのＪＲ奈良線の全線複線化、雇用創出と税収確保のための多賀白坂地区開発、防災対
策や住宅適地拡大のための宇治木津線の整備といった本町にとって長年の懸案の解決に向けて最も重要となる
３つの事業についても、さらに前進させていくことを念頭に予算編成を行いました。
　主な事業は、ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業の補助や、関連事業としてＪＲ山城多賀駅へのエレベー
タ設置、ＪＲ玉水駅の駅舎橋上化を含む周辺整備、平成３２年４月開校予定の府立特別支援学校への登校路線

７１億８０９万円２千円
◇平成２８年度（２０１６年度）の当初予算◇

一般会計予算　４２億１１００万円　　特別会計　２８億９７０９万２千円

■平成２８年度予算の概要

となる町道２９号線道路改良をはじめとする町道整備事業
に引き続き取り組むほか、温室効果ガス排出量のさらなる
削減のため町内街灯のＬＥＤ整備、保護者の子育てと就労
の両立を支援するための病児保育事業や子育て短期支援事
業、児童の学習意欲を高めるとともに学力向上をめざすた
めの数検チャレンジ推進事業などに取り組みます。
　また大規模地震などによって消火栓が使用できなくなる
ような事態に備えて井手地区・多賀地区にそれぞれ防火水
槽を設置するほか、町営住宅の長寿命化改修、史跡大安寺
旧境内附石橋瓦窯跡の整備、商工会が実施するプレミアム
付き商品券発行への補助、泉ヶ丘中学校の国際交流・海外
派遣事業への支援なども引き続き予算計上しております。
　その結果、一般会計予算は４２億１１００万円となり、
前年度と比較して３億３１００万円、８．５％の増額とな
りました。また、特別会計（国民健康保険・介護保険・後
期高齢者医療・井手町水道事業・多賀地区簡易水道事業・
公共下水道事業・多賀財産区）を合わせた予算総額は、
７１億８０９万２千円（対前年度比４億６４８６万２千円、
７．０％増）となりました。

開発が進む白坂地区

JR 玉水駅

JR 山城多賀駅
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■■■■ 平成２８年度主な事業（単位：千円）■■■■
■総務費 鳥獣被害防止緊急捕獲等対策 ５２０
ふるさと応援促進事業 ５００ 農地・水・環境保全向上対策事業 ４，７４８
街灯ＬＥＤ整備 ４，８００ ■商工費
参議院議員通常選挙 ５，３４６ 企業立地促進助成 ３０，０００
井手町住みますプロジェクト ９３４ 中小企業融資利子補給 １，０００
ＡＥＤ購入 ５００ 婚活支援事業補助金 １００
ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業費補助金 ２５，０５６ プレミアム付き商品券発行補助 １２，３００
ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業起工記念式典 １４７ 野外活動センター施設整備 ２，５００
新庁舎建設検討会議 ７７３ 町商工会振興事業補助 ７，５００
■民生費 いでちょう百縁商店街事業補助 ２５０
子育て短期支援 ７８ ■土木費
病児保育事業 ２００ 町道２９号線道路改良 ８７，０００
いづみ保育園改修 １２，２７０ 歴史と自然が薫る道づくり事業 １０，０００
老人福祉センター改修 ６９３ 木造住宅耐震改修助成 ２，７００
デイサービスセンター施設整備 １，６０４ ＪＲ山城多賀駅エレベータ整備 ２４７，５５４
年金生活者等支援臨時福祉給付金 ３６，５１９ ＪＲ玉水駅周辺整備 １３７，９９１
子育て支援チャイルドシート等購入費補助 ３７５ 町営住宅長寿命化改修 ８７，０００
バリアフリー整備 ２，８６０ 下排水路改修 ５５，８１０
子育て支援医療費 ２２，８００ ■消防費
一時預かり事業 ５，６４２ 消防団資機材購入 ６，０００
■衛生費 防火水槽設置 ２０，０００
井手地区共同墓地改修 １，２００ 防災マップ作成業務 ８，５００
予防接種事業 ２８，６１９ 消防委託料 １６３，６８５
健康増進事業 １４，５８７ ■教育費
骨髄ドナー助成事業 １４０ 数検チャレンジ推進事業 １５０
薪ストーブ等設置補助 ４５０ 通級指導教室 ２６０
城南衛生管理組合分担金 １０１，８９１ 放課後児童クラブ １１，３７６
■農林水産業費 教育情報化推進 １，０６６
有害鳥獣駆除 ５，３５０ 史跡整備 ３，６９７
シカ捕獲事業 ２００ 英検チャレンジ推進事業 １６０
農地中間管理事業 １，１３３ 泉ヶ丘中学校国際交流・海外派遣事業 １，０００

人
事
異
動
に
つ
い
て

　

役
場
で
は
、
今
後
の
行
政
需
要

に
対
応
す
る
た
め
、
４
月
１
日
付

で
職
員
の
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
役
職

◎
町
長
の
事
務
部
局

【
理
事
級
】

▽
理
事
兼
地
域
創
生
推
進
室
長
事

務
取
扱
（
総
務
省
）
後
藤
崇
文

【
課
長
級
】

▽
企
画
財
政
課
長
・
地
域
創
生
推

進
室
参
事
兼
務
（
企
画
財
政
課
長
）

花
木
秀
章
▽
同
和
・
人
権
政
策
課

長
（
産
業
環
境
課
長
）
野
田
昌
司

▽
い
づ
み
保
育
園
長
（
多
賀
保
育

園
園
長
補
佐
）
木
村
順
子
▽
産
業

環
境
課
長
・
地
域
創
生
推
進
室
参

事
兼
務
（
建
設
課
課
長
補
佐
）
菱

本
嘉
昭

【
課
長
補
佐
級
】

▽
総
務
課
課
長
補
佐
・
地
域
創
生

推
進
室
室
長
補
佐
兼
務
（
総
務
課

係
長
）
平
間
克
則
▽
総
務
課
課
長

補
佐
（
京
都
府
市
町
村
人
事
交
流

派
遣
）
岡
本
泰
知
▽
住
民
福
祉
課

課
長
補
佐
（
保
健
医
療
課
課
長
補

佐
）
梶
田
篤
志
▽
井
手
町
職
員
の

併
任
解
除
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

尾
藤
敦

【
係
長
級
】

▽
企
画
財
政
課
係
長
・
地
域
創
生

推
進
室
係
長
兼
務
（
企
画
財
政
課

係
長
）
加
藤
雅
紀
▽
い
づ
み
児
童

館
係
長
（
会
計
課
係
長
）
飯
田
順

之
▽
い
づ
み
保
育
園
主
任
（
い
づ

み
保
育
園
保
育
士
）
庄
田
由
佳
▽

多
賀
保
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「国民健康保険」や「後期高齢者医療」の加入者を対象に人間ドックの助成を行っています。
　（健診に要する費用額の７割相当額を助成します。）
受診機関
京都山城総合医療センター・田辺中央病院・武田病院グループ（武田病院健診センター・宇治武田病院健診センター・
武田総合病院健康管理センター・山科武田ラクト健診センター）

申込締切　平成２８年５月３１日（火）予定人数に達した場合締切る場合があります
受診期間　平成２８年４月１日（金）～平成２９年１月３１日（火）
対象者
　【国民健康保険加入者】
　　　次のすべてに該当する方
　　　　・引き続き１年以上本町の被保険者である方
　　　　・入院または妊娠していない当該年度末現在満４０歳以上の方
　　　　・国民健康保険税を完納している世帯に属する方
　　　　・前回の人間ドック受診から６月以上経過しており、受診回数は同一年度 1 回である方
　　　　・人間ドックの受診結果を特定健診の受診に代えて取り扱うことを了承する方　　　　　
　【後期高齢者医療制度加入者】
　　　次のすべてに該当する方
　　　　・本町の被保険者である方
　　　　・入院または介護施設に入所していない方
　　　　・後期高齢者医療保険料を完納している世帯に属する方　
　　　　・前回の人間ドック受診から６月以上経過しており、受診回数は同一年度 1 回である方　
　　　　・人間ドックの受診結果を後期高齢者健診の受診に代えて取り扱うことを了承する方　　　　
　申込方法
　①保険医療課窓口で備付けの申込書を提出。
　　受診される前に必ず事前にお申込みください。
　　必要なもの　　印鑑・保険証
　　申込締切　　　平成２８年５月３１日（火）　
　◎国民健康保険の人間ドックと特定健康診査、後期高齢者の人間ドックと後期高齢者健康診査の重複受診はで
　　きません。　
　　お問い合わせは、保健医療課　（電話　８２－６１６６）まで

　日本赤十字社は世界１９０の国と地域にある赤十字・赤新月社の一員とし
て、人道的使命を果たすために活動しています。一刻を争う災害救護をはじ
め、病気で苦しむ人々のサポートなど、国内外でさまざまな人道的な支援活
動を行っています。
　これらの活動は、赤十字の理念と活動に賛同してくださる「社員 ( 支援者 )」
をはじめ、皆様からお寄せいただく活動資金によって支えられており、とり
わけ毎年５月は「赤十字運動月間」として、皆様からのご協力をお願いして
います。

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ
平成２８年度　人間ドック助成受付開始

「困っている人、苦しんでいる人をなんとかしたい。
　誰もが持っているその想い、日本赤十字社に託してください。」
　赤十字の活動資金にご協力を！

　日本赤十字社では、頻発する大規模な自然災害に対して、災害救護活動、緊急支援から復興支援まで継続した
支援活動を積極的に展開してまいりました。
　京都府支部でも、平成２４年８月南部豪雨災害以来、平成２５年９月の台風１８号災害、平成２６年８月京都
府豪雨災害と３年連続で災害救助法の適用になる水害に見舞われましたが、いち早く救援物資の配布や医療救護
班を派遣したところです。
　また、救急法などの各種講習会の実施や青少年赤十字活動、ボランティアの育成強化などに努めています。
　こうした幅広い活動を継続し、更に充実していくためには、皆様のご支援とご協力が必要です。なにとぞ主旨
をご理解いただき、日本赤十字社の活動資金にご協力をお願いいたします。
　お問い合わせは、日本赤十字社京都府支部 山城地区井手町分区（住民福祉課）（℡ 82-6164）
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保健センターからのお知らせ
＊平成２８年度「高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種」について

【接種対象者】
①平成２８年度（平成２９年３月３１日まで）は平成２８年度に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、
９０歳、９５歳
１００歳になる方が対象になります。対象者には４月下旬に個別通知します。
※すでに肺炎球菌ワクチン（23 価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）の予防接種を受けたことがあ
る方は、対象とはなりません。

平
成
28
年
度
の
対
象
者

年齢 対象生年月日

６５歳 昭和２６年４月２日生～昭和２７年４月１日生

７０歳 昭和２１年４月２日生～昭和２２年４月１日生

７５歳 昭和１６年４月２日生～昭和１７年４月１日生

８０歳 昭和１１年４月２日生～昭和１２年４月１日生

８５歳 昭和　６年４月２日生～昭和　７年４月１日生

９０歳 大正１５年４月２日生～昭和　２年４月１日生

９５歳 大正１０年４月２日生～大正１１年４月１日生

１００歳 大正　５年４月２日生～大正　６年４月１日生

② 60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限され
る程度の障がいやヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいが
ある方も定期接種の対象となります。（身体障害者手帳 1 級の保持者及び同程度の方）

【接種費用】　　自己負担 2,500 円（町民税非課税世帯及び生活保護世帯の方は無料）

＊６５歳以上の肺炎球菌ワクチン接種費用の一部助成について
高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種以外で肺炎球菌ワクチンを受けられた６５歳以上の方は接種費用の一部を助成し
ます。

【対象者】　　　　接種時に井手町に住民票がある６５歳以上の方。
　　　　　　　　※すでに肺炎球菌ワクチン（23 価肺炎球菌莢膜ポリサッカライドワクチン）の予防接種を受けたこと
　　　　　　　　がある方、健康保険の適用の方は対象とはなりません。

【接種対象期間】　平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日
【申請受付】　　　平成２９年４月７日まで
【助成金額】　　　接種費用のうち４，０００円
【接種場所】　　　各医療機関
【助成方法】
（１）　町内医療機関（岡林医院・水野クリニック）の場合
医療機関窓口で本人確認書類（健康保険証、介護保険証等）を提示のうえ接種してください。
医療機関窓口で接種費用のうち４，０００円を差し引いた金額を支払ってください。

（２）　（１）以外の医療機関の場合（償還払い）
　　接種後、医療機関窓口で接種費用の全額を支払い下記の①～④を持参のうえ保健センター窓口で申請してください。
　　①　接種費用の領収書原本
　　②　接種したことが証明できるもの（接種済証、予診票控え等）
　　③　印鑑
　　④　振込先がわかるもの（預金通帳など）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ：保健センター（℡８２－３３８５）
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　はじめて手話を学ぶ方を対象に、聴覚障がいについての理解を深め、手話での挨拶、自己紹介程度の会話の習
得を目指します。多くの方のご参加をお待ちしています。

日　　時　５月１３日～９月１１日（全１６回）
　　　　　毎週金曜日　午後１時３０分～３時３０分（但し８月１２日は休み）
場　　所　京田辺市立社会福祉センター（京田辺市興戸犬伏５番地の８）
対象者　　町内在住在勤在学で手話をはじめて学ばれる方
　　　　　１８歳以上　定員３０名
受講料　　無料（但しテキスト代 3,000 円（税別））
申込方法　往復はがきに、①京田辺市前期②氏名（ふりがな）③住所④年齢⑤連絡先（電話・ＦＡＸ）
　　　　　⑥町内在勤在学の方は、勤務地または通学先⑦復信に申込者宛先を記入し、
　　　　　　５月２日（月）（必着）で下記まで郵送してください。
申込・問い合わせ先
　　　　　　京都府聴覚言語障害センター　京田辺市「手話教室」事務局
　　　　　　〒６１０－０１２１
　　　　　　城陽市寺田林ノ口１１番６４　京都府情報コミュニケーションプラザ
　　　　　　℡３０－９０００　　℻５５－７７０８

　保険税・料の納付方法は普通徴収（窓口納付・口座振替）と特別徴収（年金からの天引き）があります。平成
２８年２月に特別徴収された方は４月、６月、８月は原則２月と同じ額が仮徴収されます。
　なお４月以降、新たに年金から天引きする方にはお知らせを送付します。

【国民健康保険が特別徴収される方】
　・世帯主が国民健康保険に加入している
　・世帯内の国民健康保険被保険者がすべて６５歳以上７５歳未満
　・介護保険料が特別徴収されている
　・介護保険料と国民健康保険税の合計額が年金額の１／２未満
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【後期高齢保険料が特別徴収される方】
　・介護保険料が特別徴収されている
　・介護保険料と後期高齢保険料の合計額が年金額の１／２未満
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【介護保険料が特別徴収される方】
　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上
　・６５歳になった時期や転入した時期等により、開始時期が異なります。

【納付方法の変更について】
　国民健康保険税及び後期高齢保険料は特別徴収（年金から天引き）になっている方でも、申し出により口座振
替によるお支払いを選択できます。なお、申し出から特別徴収の中止まで３～４か月かかります。
　世帯主、配偶者など、被保険者本人以外の口座振替からお支払の場合、その社会保険料控除は、口座振替によ
り支払った方の対象となり世帯全体の所得税及び住民税が減額となる場合があります。
※これまでの納付状況等から滞納が見込まれる場合は口座振替に変更できない場合もあります。
※介護保険料の納付方法は変更することができません。

国民健康保険・後期高齢者医療についての、ご相談・お問い合わせは、保健医療課　（電話　８２－６１６６）
介護保険料についての、ご相談・お問い合わせは、高齢福祉課（電話　８２－６１６５）　まで

平成 28 年度　
国民健康保険税・後期高齢保険料・介護保険料の仮徴収について

平成２８年度手話奉仕員養成事業
手話教室「前期」がはじまります
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第８回「百縁（100 円）商店街」　4 月 16 日（土）午前 10 時から開催！
　井手町百縁商店街実行委員会では、第 8 回「いでちょう百縁（100 円）
商店街」を 4 月 16 日（土）に多賀地区、玉川地区、南北石垣地区で
開催します。
　今回も 50 店舗以上が出店予定です。各店こだわりの商品や自慢の
サービスを 100 円でご用意して皆様のご来場をお待ちしております。
　この度、ワークショップイベントとして、「いでたんを描こう！　
チョークアート」を井手小学校で、「抹茶ラテアート」をモリカワ燃
料店前広場にて開催いたします。　
　詳細チラシは開催日までに各店舗に事前に設置します。また、新
聞チラシにも折込予定です。イベントの参加方法等は、詳細チラシ
に記載します。

＜今回 100 円商品の一例＞
【飲食】
鯖寿司　巻寿司　いなり寿司　箱寿司　握り寿司　いでじゃん
めん　カレー　ミニお好み焼き　ねぎ焼き　焼き鳥　アメリカ
ンドッグ　とんかつ　焼き鶏　生おから詰め放題　厚揚げ　コ
ロッケ　天ぷら　お惣菜各種　地元産新鮮野菜　果物　しいた
け　桜玉子　各種お茶　菓子　イカリ豆　食パン　菓子パン　
焼たてパン　つきたて餅　草餅　おはぎ　和菓子　缶ビール

【雑貨・日用品】
蛍光灯　電球　乾電池　炭　タオル　靴下　石鹸　台所洗剤　
ゴミ袋　ボックスティッシュ　手芸用品　カーテン生地ハギレ
各種　リサイクル衣料雑貨　手作り小物雑貨　中古再生家具

【その他】
頭髪スタイリング剤　まつげエクステ　ハンド＆ボディーク
リーム　衣料クリーニング　花苗　オイル交換　お菓子のつか
みどり　100 円フリーマーケット　型抜きゲーム（景品有）

【　第 8 回「いでちょう百縁商店街」　】
日　時／平成 28 年 4 月 16 日（土）午前 10 時～
場　所／井手町商店各エリア
　　　（多賀地区・玉川地区・南北石垣地区）
主　催／井手町百縁商店街実行委員会
後　援／井手町
　　　　お問合は井手町商工会【℡ 82-4073】まで

犬のしつけ方教室
～愛犬との幸せな楽しい暮らしのために～

　山城北犬の適正飼養推進連絡協議会と京都府では、『人と動物が共生できるうるおいのある豊
かな社会づくり』を目的に、犬の飼い主の方にしつけの大切さと日常生活に役立つ家庭犬のしつ
け方を学んでいただくため「犬のしつけ方教室」（全３回）を開催します。
〇開催場所
第１回　　　　八幡市役所分庁舎２階会議室Ａ（八幡市八幡高畑１番地の１）
第２回・３回　八幡市民体育館シルバー広場（八幡市野尻正畑１２）
〇開催日程と内容
第１回　５月２７日（金）午後１時半～３時半「犬の健康管理、習性等の講義」
第２回　６月３日（金）・第３回６月１０日（金）午後１時半～２時半「実技講習（愛犬を同伴）」

（予備日６月１７日）
〇対象
・全日程に参加可能な方
・飼い犬　 ①生後６カ月以上２歳未満で町に登録済みであること。

②平成２８年度狂犬病予防接種及びその他感染症の予防接
種済で健康で攻撃性がないこと。

〇募集人数
飼い犬同伴の参加者　５名程度（先着順）
〇募集期間
　平成２８年５月９日（月）から５月１３日（金）まで
〇申込み方・お問い合わせは京都府山城北保健所衛生室（℡２１－２９１２）
※午前１０時～正午、午後１時～５時まで。
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（土日・祝祭日を除く）９：３０～１６：００

4 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

15 日（金）10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
「ガラガラ作り」

18 日（月）10：00 ～ 11：30 リフレッシュ講座 ※申込制

19 日（火） 10：30 ～ 11：30 すくすくクラブ 対象：1 歳半～ 2 歳半
※申込制

21 日（木） 10：30 ～ 12：00 子育てサークル
さんさん会

22 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
「ガラガラ作り」

25 日（月） 10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

5 月

10 日（火） 10：00 ～ 11：40 のびのびクラブ 対象：2 歳半～ 4 歳
※申込制

11 日（水）
10：30 ～ 11：30 いづみ保育園園庭開放 いづみ保育園

10：30 ～ 12：00 子育てサークル
さんさん会

※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：第 2 週の火曜日
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

　春の行楽シーズン到来とともに、屋外での活動が増えてきます。この時期は、
降水量が少なく空気が乾燥し、強い風が吹くなど、林野火災が発生しやすい気候
条件となることが多く、火災発生の増加が懸念されます。
　火災を防いでレジャーを楽しむために、一人ひとりが注意することが必要です。

春の行楽期を火災のない楽しいものにするために・・・
　○キャンプ等で火を使用する際は、近くに水の入ったバケツなどを用意して、万一、火が拡大した際すぐに
　　消火できるようにしておく。
　○たばこは灰皿などがあるところで吸うか、携帯灰皿を携行し、投げ捨てなどは絶対にしない。
　○ゴミ類は火災の発生、延焼拡大の原因となるため各自でゴミはきちんと持ち帰る。
　　　　　　　　　　　　　お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署　　ＴＥＬ８２－３０００

◇行楽期における火災の被害防止について◇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防署からお知らせ

お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30 　土曜日 8：30 ～ 12：00
　　　　　　　　※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり
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第
35
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
か
ら

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に

自
分
の
身
近
に
あ
る
人
権
に
つ
い
て
の
思
い
を
作
文
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
中
学
生
の
純
粋
な
気
持
ち
に
ふ
れ
て
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
会
長
賞
作
品

「
文
字
の
大
切
さ
」

徳
島
県
・
北
島
町
立
北
島
中
学
校
１
年　

橋は
し

本も
と　

未み

咲さ
き

　

私
は
六
年
生
の
時
、
識
字
学
級

に
通
っ
て
い
る
人
た
ち
に
お
話
を

聞
き
に
行
き
ま
し
た
。
識
字
学
級

で
は
、
二
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
文
字
を
学
習
し
て
い
ま

し
た
。
私
は
二
人
の
お
ば
あ
さ
ん

か
ら
、
お
話
を
聞
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
二
人
と
も
、
部
落
差
別

を
受
け
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
家
が
貧

乏
だ
っ
た
た
め
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

妹
と
弟
の
面
倒
を
見
て
い
ま
し
た
。

両
親
は
、
工
事
現
場
で
働
い
て
い

て
、
仕
事
が
休
み
に
な
る
雨
の
日

に
し
か
学
校
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
ひ

ら
が
な
や
か
た
か
な
、
漢
字
を
覚

え
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
こ
と
で
、
学
校
で
は
友
達
か
ら

い
じ
め
ら
れ
て
、
学
校
に
は
行
き

た
く
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
も

う
一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
ふ
つ

う
に
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
る
日
友
達
に
「
ど
こ

に
住
ん
で
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ

答
え
る
と
、
急
に
い
や
な
顔
を
さ

れ
て
誰
も
近
づ
い
て
こ
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
次
の
日
か

ら
、「
き
た
な
い
」「
気
持
ち
悪
い
」

な
ど
ひ
ど
い
言
葉
を
投
げ
か
け
ら

れ
た
り
、
い
す
に
押
し
ピ
ン
を
置

か
れ
る
よ
う
な
嫌
が
ら
せ
を
さ
れ

て
、
と
う
と
う
学
校
に
行
け
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
は
、

生
ま
れ
た
場
所
、
住
ん
で
い
る
所

で
人
を
見
下
し
、
差
別
す
る
こ
と

に
腹
が
た
ち
ま
し
た
。
文
字
の
読

み
書
き
が
で
き
な
い
ま
ま
大
人
に

な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
は
、
生

活
の
中
で
た
く
さ
ん
の
苦
労
を
し

ま
す
。
病
院
に
行
っ
て
も
、
自
分

の
住
所
、
名
前
が
書
け
な
い
。
バ

ス
停
の
時
刻
表
を
見
て
も
ど
こ
に

行
く
か
分
か
ら
な
い
。
看
板
や
道

路
標
識
が
読
め
な
い
な
ど
、
困
る

こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
文
字
そ
の
も
の
が
、
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
の
子
ど
も
の
こ
ろ

に
受
け
た
い
じ
め
を
思
い
出
し
、

怖
か
っ
た
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
た
り
ま
え
に
学
校
へ
通
う
こ
と

が
で
き
た
私
に
と
っ
て
、
文
字
の

読
み
書
き
が
で
き
な
い
こ
と
が
、

こ
ん
な
に
も
生
活
す
る
こ
と
を
難

し
く
し
て
い
る
と
は
想
像
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
私
が

こ
れ
か
ら
挑
戦
し
よ
う
と
し
て
い

る
高
校
受
験
や
、
会
社
に
就
職
す

る
機
会
を
持
て
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し

た
。

　

お
ば
あ
さ
ん
は
、
最
初
、
識
字

学
級
に
行
く
の
は
、
は
ず
か
し
い

と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
理
由

は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
も
な
っ
て
文

字
が
書
け
な
い
こ
と
を
笑
わ
れ
た

り
、
か
ら
か
わ
れ
た
り
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
自
分
の
子

ど
も
や
孫
が
文
字
を
書
け
る
の
に
、

お
ば
あ
さ
ん
と
し
て
情
け
な
く
悔

し
い
と
い
う
思
い
が
、
お
ば
あ
さ

ん
を
識
字
学
級
へ
行
こ
う
と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。

通
い
始
め
て
み
る
と
、
み
ん
な
自

分
と
同
じ
つ
ら
い
体
験
を
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
思
い
を
打
ち
明
け
る
こ
と

で
、
こ
こ
に
い
る
仲
間
た
ち
と
一

緒
に
頑
張
ろ
う
と
、
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
れ
た
そ
う
で
す
。
私
は
、

識
字
学
級
を
見
学
す
る
ま
で
は
、

悲
し
そ
う
な
お
ば
あ
さ
ん
し
か
想

像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
識
字
学
級
で
学
ん
で
い
る
お

ば
あ
さ
ん
た
ち
は
、
あ
ん
な
に
も

つ
ら
い
体
験
を
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
仲
間
や
先
生
た
ち
と
楽
し

そ
う
に
学
び
あ
い
、
ひ
と
つ
の
文

字
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
度
に
こ

ぼ
れ
て
く
る
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　

私
は
、
文
字
を
書
け
な
い
こ
と

の
つ
ら
さ
、
い
じ
め
ら
れ
る
側
の

苦
し
さ
、
文
字
を
知
っ
た
こ
と
が

ど
れ
だ
け
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
生

き
る
支
え
に
な
っ
て
い
る
か
を
感

じ
ま
し
た
。
文
字
の
読
み
書
き
は
、

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
、
生

き
る
こ
と
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。
私
が
、
つ
い
最
近
公
園
に
行

く
と
、
ペ
ン
を
持
っ
た
高
校
生
く

ら
い
の
人
が
、
遊
具
に
何
か
を
書

い
て
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
後
で

見
に
行
く
と
「
死
ね
」「
う
ざ
い
」

「
き
え
ろ
」
と
人
の
悪
口
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
、
一
瞬
の
う

ち
に
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ
の

文
字
を
見
て
、と
て
も
悲
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
何
の
苦
労
も
な
く

文
字
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
こ
の

高
校
生
は
、
文
字
の
持
つ
重
み
を

分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
も
、

手
紙
や
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
の
中

で
こ
の
高
校
生
と
同
じ
よ
う
な
こ

と
は
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今
、
中
高
生
た
ち
の
間
で
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
や
サ
イ
ト
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
を
通
じ
て
、

友
人
の
悪
口
を
流
し
た
り
、
掲
示

板
に
他
人
を
中
傷
す
る
内
容
を
書

き
込
む
こ
と
な
ど
が
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
軽
い
気
持
ち
や

冗
談
の
つ
も
り
で
書
い
た
文
字
が
、

相
手
を
深
く
き
ず
つ
け
て
い
ま
せ

ん
か
？
文
字
を
軽
く
扱
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
は
、「
一
つ
で

も
文
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
、
う
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
い
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
何
十
年
も

の
間
、
文
字
を
学
び
た
く
て
も
学

べ
な
い
。
そ
の
た
め
に
い
ろ
ん
な

苦
労
や
つ
ら
い
体
験
を
し
て
き
た

お
ば
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
生
き
る
喜

び
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
私
は
、
文
字
を
大
切

に
遣
い
、
そ
の
文
字
で
ま
わ
り
の

人
を
元
気
に
し
て
い
く
よ
う
な
人

に
な
り
た
い
と
、
心
か
ら
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
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「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日　

時
／
平
成
28
年
５
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　
　

会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受　

付
／
平
成
28
年
５
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

講
座
・
教
室

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

★
茶
摘
み
等
体
験
教
室
（
連
続
講
座
と
し
て

２
回
開
催
、
府
立
木
津
高
等
学
校
と
共
催
）

内　

容
／
【
第
１
回
】
茶
摘
み
、
茶
葉
加
工
、

試
飲
と
お
茶
の
話

日　

時
／
５
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　

所
／
京
都
府
立
木
津
高
等
学
校

講　

師
／
吉
田　

浩
実　

教
諭 ●

Information

おしらせ

ス
ポ
ー
ツ

定　

員
／
50
名

参
加
費
／
５
０
０
円

　
　
　
　
（
加
工
茶
葉
持
ち
帰
り
費
用
）

申
込
期
限
／
５
月
７
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

★
文
化
財
講
座　

日　

時
／
５
月
21
日(

土)

　
　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場　

所
／
山
城
郷
土
資
料
館　

演　

題
／
未
定

講　

師
／
中
津
川　

敬
朗　

氏

聴
講
料
／
無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

★
わ
か
り
や
す
い
文
化
財
セ
ミ
ナ
ー
「
歴
史

を
歩
く
ー
大
和
街
道
Ⅹ
ー
」
六
地
蔵
か
ら
伏

見
城
下
町
へ

日　

時
／
５
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
５
時

場　

所
／
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
集
合

定　

員
／
30
名

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
拝
観
料
が
必
要
。

申
込
期
限
／
５
月
21
日
（
土
）
ま
で

　
　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

施
設
の
ご
案
内

所
在
地
／
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料
／
一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

　
　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

＊
問
い
合
わ
せ
は
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総

務
課(

℡
86
‐
５
１
９
９
）

「
母
子
家
庭
奨
学
金
等
」
の
受

付
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
28
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
京
都
府

内
で
京
都
市
以
外
の
市
町
村
に
在
住
す
る
高

校
生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
母
対

象
）
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
５
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
５
月
31
日
ま
で
に
申
請
が
な
い
場

合
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
、

１
年
分
の
奨
学
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
４
）

井
手
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業
の
ご
案
内

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

に
対
し
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

〈
対
象
〉
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
木

造
住
宅
。

①
住
戸
の
半
分
以
上
の
床
面
積
が
住
宅
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
完
成
し
て
い

る
も
の
。

③
自
己
診
断
（
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐

震
診
断
）
の
評
価
が
９
点
以
下
で
あ
る
も
の
。

〈
必
要
な
費
用
〉
３
０
０
０
円
（
診
断
一
戸

あ
た
り
の
自
己
負
担
）

〈
申
込
期
間
〉
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）

ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
課
（
℡
82
‐

６
１
６
７
）

木
造
住
宅
耐
震
改
修
の

　
　
　
　
　
補
助
を
行
い
ま
す

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
維
持
す
る
た
め

木
造
住
宅
耐
震
改
修
に
要
す
る
費
用
の
３
／

４
で
90
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

〈
補
助
対
象
〉
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
木
造
住
宅
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

完
成
し
て
い
る
も
の
。（
床
面
積
２
分
の
１

以
上
を
住
宅
の
用
途
と
し
て
使
用
し
て
い
る

も
の
）

②
井
手
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

実
施
要
綱
（
平
成
18
年
井
手
町
告
示
第
24
号
）

に
基
づ
い
た
耐
震
診
断
又
は
建
築
士
に
よ
る

耐
震
診
断
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

③
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
が
１
・
０
未
満

と
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
１
・
０
以
上
に

向
上
さ
せ
る
も
の
。

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

〈
申
込
期
限
〉
平
成
28
年
12
月
28
日
（
水
）

ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
課
（
℡
82
‐

６
１
６
７
）

【
井
手
町
体
育
協
会
総
合
開
会
式
】

日
時
／
４
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校

【
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
24
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
新
四
郎
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
有
王
グ
ラ

ウ
ン
ド

【
町
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
】

日
時
／
５
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》
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健
　
康

子 

育 

て

各
種
相
談

日
時
／
４
月
22
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
４
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

【
健
康
教
室
】

日
時
／
４
月
28
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
４
月
15
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
井
手
地
区

お
出
か
け
ラ
ン
チ
」】

日
時
／
４
月
20
日
（
水
）
午
前
11
時
～

場
所
／
プ
ラ
ム
イ
ン
城
陽

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
家
庭
教
育
学
級
開
講
式
及
び
第
１
回
講
座
】

日
時
／
４
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
45
分
～
正
午

場
所
／
多
賀
保
育
園

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
４
月
18
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
25
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
診
】

《
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査
》

日
時
／
４
月
11
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
25
・
８
・
17
～
Ｈ
25
・
12
・
23
生

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
14
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
》

日
時
／
５
月
９
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
26
・
９
・
８
～
Ｈ
26
・
10
・
４
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
４
月
22
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
発
達
相
談
》

日
時
／
４
月
28
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
５
）
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
４
月
26
日
（
火
）・
５
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

京都府最低賃金（地域別最低賃金）を平成２７
年１０月７日から８０７円に改正されました。
京都府最低賃金（時間額）

適用対象 京都府下の事業所で働くすべ
ての労働者及びその使用者

現　行 ７８９円

改正金額 ８０７円
　京都府内の使用者は、この賃金より低い金額
で労働者（パートタイマー・アルバイト等を含
む）を使用することはできません。
お問合せ：京都労働局労働基準部賃金室
　　　　　　　　　　　　（075-241-3215）

京都府最低賃金が改定されました
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月　

午
前
10
時
～
午
後

６
時

10
月
～
３
月　

午
前
10
時
～
午
後

５
時

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月
４
・
11
・
18
・
25
・
28
日

５
月
２
・
９
～
12
・
16
・
23
・
26
・

30
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

４
月

一
般
書

「
鼠
、
地
獄
を
巡
る
」　

赤
川 

次
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
か
ん
か
ん
橋
の
向
こ
う
側
」

　
　
　
　
　
　
　

あ
さ
の 

あ
つ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
気
仙
沼
ミ
ラ
ク
ル
ガ
ー
ル
」

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐 

貴
久　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
十
津
川
警
部 

北
陸
新
幹
線
「
か

が
や
き
」
の
客
た
ち
」

　
　
　
　
　
　
　
　

西
村 

京
太
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
い
の
ち
を
む
す
ぶ
」　

佐
藤 

初
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
学
校
と
一
緒
に
安
心
し
て
子
ど
も

を
育
て
る
本
」　　
　

 
多
賀 

一
郎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
女
ひ
と
り
の
楽
し
い
暮
ら
し
方
」

児
童
書

「
な
で
な
で
も
も
ん
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　
　
　

と
よ
た 

か
ず
ひ
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ひ
み
つ
の
い
も
う
と
」 

　
　
　
　

 

ハ
ン
ス
・
ア
ー
ノ
ル
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
ぶ
た
も
の
が
た
り　

チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
か
ら
福
島
へ
」
中
澤 

晶
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
く
る
み
の
冒
険 

１
・
２
・
３
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山 

早
紀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
図
書
館
脱
出
ゲ
ー
ム 

上
・
下
」

　

 

ク
リ
ス
・
グ
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月
24
日
（
日
） 

午
前
11
時
か
ら

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集
会

室※
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

も
開
館
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
学
生
で
収
入
が
な
い
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

の
で
す
が

Ａ
・
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
に

つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
、
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、

大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、
高
等
学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種

学
校
（
１
年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で

す
。
ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
書
類
（
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）
を
持
参
の
上
、
住
民
福
祉
課

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
ま
た
は
免
除
期

間
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
の
加
入
期
間
と
合
わ
せ
て
最
低
25
年
）
に
は

含
ま
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来

受
け
取
る
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の

う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
（
承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
）。
卒
業
後
、
受

け
取
る
年
金
額
を
満
額
に
近
付
け
る
た
め
に
も
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

教場２
長岡 弘樹
　“退校”宣告から執行ま
でのタイムリミットは１週
間。風間教場に編入された
不運を呪いながら、己と闘
え！
　スリリングにしてミステ
リアスな“警察学校”小説。

ワンコインでできるはじめての
花の飾り方
　スーパーで買える花束を
２～３週間楽しむには？
　花の長もちポイント、セ
ンスよく見えるいけ方の法
則、フラワーベースの選び
方など、スーパーのサービ
ス花束でできる、アレンジ
のコツをわかりやすく解説
する。
いけいけ！しょうがくいちねん
せい
北村 裕花
　ぼくたち、小学１年生。
なにからなにまで新しい。
おひさまみたいに光って
る。
どうだ、まぶしいだろう！
　見返しに楽譜を掲載。「読
み聞かせ」から「ひとり読
み」移行期の子どもたちに
ピッタリの絵本。
いつでもインコ
斉藤 洋
　日曜日の朝、ぼくの部屋
にやってきたのは、ことば
の魔術師とよばれる、不思
議なコンゴウインコだっ
た。名前はシエンプレ。ナ
マケモノのオクパードさ
んや、オオアリクイのドミ
ンゴさんの友だちみたいで
…。



広報いで H28-0415

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（4月 11 日～ 5月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン 粗大ごみ ペット

ボトル
プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 4月28日 4月21日 5月5日 4月14日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 4月29日 4月22日 5月 5日 4月15日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 5月5日 4月21日 4月28日 4月14日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域

4月21日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

4月22日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

4月25日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

4月26日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

4月27日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

4月28日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

5月2日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

ビンの日に出せるもの、出し方
●ビン（洋酒・ジュース・ドリンク・調味料などのあきビン）を出すことが出来ます。
●キャップを必ず外し、簡単な水洗いをした後、中身の見える袋に入れてください。
●キャップはその他ごみに出してください。
●業者に引き取ってもらえるビンは出さないでください。
●乳白色のビン、コップ、陶磁器類、ガラス、電球、蛍光灯、体温計等は〈その他ごみの日〉
　です。割れて危ないものは厳重に包み、《割れ物》と表示してください。

（ビン）



住民カレンダー
月日 曜日 行　　　　事

4/11 月 ２歳６カ月児歯科健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

12 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

13 水 育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、玉泉苑）

14 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）

15 金 天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

16 土

17 日 井手町体育協会総合開会式（午前９時～、泉ヶ丘中学校）

18 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

19 火 すくすくクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）

20 水
生き生きふれあいサロン【井手地区お出かけランチ】（午前 11時半～、プラムイン城陽）
平成 28年度井手町文化協会総会（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）

21 木

22 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
家庭教育学級開講式及び第１回講座（午前 10時 45分～、多賀保育園）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

23 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）
第６回ふれあいギャラリー（午前 10時～午後４時、自然休養村管理センターホール）

24 日
町長旗争奪ソフトボール大会（午前９時～、新四郎山グラウンド・有王グラウンド）
第６回ふれあいギャラリー（午前 10時～午後 3時、自然休養村管理センターホール）
春のおはなし会（午前 11時～、山吹ふれあいセンター集会室）

25 月 無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑）

26 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

27 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）

28 木 健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
発達相談（保健センター、予約制）

29 金 昭和の日

30 土

5/1 日 無火災デー防火パレード

２ 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

３ 火 憲法記念日

４ 水 みどりの日

５ 木 こどもの日

６ 金

７ 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）

８ 日 町民フットサル大会（午前８時半～、山城勤労者福祉会館）

９ 月 １歳６カ月児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）

10 火 のびのびクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

おめでとうございます まちのカレンダー
（4月11日～5月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161

企画財政課 0774-82-6162

税　務　課 0774-82-6163

住民福祉課 0774-82-6164

高齢福祉課 0774-82-6165

保健医療課 0774-82-6166

建　設　課 0774-82-6167

産業環境課 0774-82-6168

上下水道課 0774-82-6169

会　計　課 0774-82-6171

議会事務局 0774-82-6172

教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333

山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700

同和・人権政策課
0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館

保健センター 0774-82-3385

地域包括支援センター 0774-82-3690

泉ヶ丘中学校 0774-82-2070

井手小学校 0774-82-2119

多賀小学校 0774-82-2112

玉川保育園 0774-82-2153

多賀保育園 0774-82-2225

いづみ保育園 0774-82-4160

子育て支援センター 0774-82-2232

環境衛生センター 0774-82-4651

学校給食センター 0774-82-3617

井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838

町立デイサービスセンター 0774-99-4318

老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499

老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059

京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000

井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(2 月 21 日から 3月 20日までの届け出分・敬称略 )

住所 夫 妻
井 手 古 川　大 志 青 山　愛 美

〈
婚
姻
〉


